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多くの子どもたちの幸せのため楽しく学習しましょう

キーワード

授業外学習 テキスト、教材

プリント配布

参考書 受講生へのメッセージ

出席状況、授業態度、試験その他で総合的に判定します 出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

10 10 10 70

第14回 保健活動・・・児童福祉施設の保健活動　施設と連携、虐待予防　健康教育

第15回 まとめ　　　　　　　　

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 母子保健・・・母子保健の意義　母子保健対策、地域母子保健　母と子の絆、家族の役割　　　　　　　　　　　　　　

第12回 小児の栄養・・・小児の栄養の必要性　新生児、乳児の栄養　離乳とは　幼児の栄養

第13回 事故と安全対策・・・小児の事故の特徴　事故の予防　救急処置　　　　　　　　

第8回 小児の疾病とその予防対策２・・・疾病の予防　

第9回 小児の疾病とその予防対策３・・・感染症の予防

第10回 小児の疾病とその予防対策４・・・症状とケア　心身の健康　

第5回 小児の精神運動機能発達と保育・・・小児の精神運動機能発達の概要、発達、発達影響因子　　　　　　

第6回 小児の環境と生活・・・小児の心理、小児と社会　環境と生活

第7回 小児の疾病とその予防対策１・・・小児期の健康評価　小児の疾病の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　

第2回 小児の健康と小児保健・・・・　小児の特徴　小児の健康指標、統計　小児の健康と保育

第3回 小児の身体発育と保育・・・小児の身体発育の概念　小児の身体発育の評価、発育影響因子と保育

第4回 小児の生理機能と保育・・・小児の臓器と機能発達、小児の生理機能発達と保育

授業概要

小児の健康、発育、発達の特徴、小児の疾患の特徴を学び、小児の心身の健康保持増進、疾病の予防、対処方法を知り、
保育者としての役割、また家庭や地域の役割について学ぶ。

到達目標

子どもの出生や発育をとりまく環境の変化に対応し、保育の現場で実践できる能力を習得するとともに、保育者として社会
的支援、個々の家庭への支援の必要性、小児の疾病とその予防対策の必要性を理解する。

授業計画

第1回 ガイダンス　小児保健とは

授業形態 講義 授業形式 履修形態 選択

担当教員名 沖野　雅代 年度 平成28年度

基準年次 3年次 開講期 前期 単位数 2

至誠館大学

科目名 小児保健 コード

英語表記


